
令
和
八
年
度

薪

流

会

薪

流

会

要

覧
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一
、「
薪
流
会
」
会
名
の
由
来
に
つ
い
て

桂
林
荘
雑
詠
示
諸
生

休
道
他
郷
多
苦
辛

同
袍
有
友
自
相
親

柴
扉
暁
出
霜
如
雪

君
汲
川
流
我
拾
薪

〔
広
瀬
淡
窗
〕

○
江
戸
末
私
塾
の
代
表
で
大
村
益
次
郎
ら
を
輩
出

　

淡
窗
は
一
六
歳
か
ら
一
八
歳
ま
で
筑
前〔
博
多
〕の
亀
井
南
溟
お
よ
び
そ
の
子
、昭
陽
に
教
え
を
う
け
ま
し
た
。病
弱
で
養
生
の
傍
ら
独
学
に
勤
め
、二
十
五
歳
で
自
宅
に
塾
を
開

き
ま
し
た
。以
後
安
政
三
年
、七
十
五
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の
五
十
年
間
、塾
生
を
教
育
し
そ
の
か
ず
三
千
〜
四
千
有
余
人
と
い
い
ま
す
。そ
の
な
か
に
は
大
村
益
次
郎
、高
野
長

英
、清
野
奎
吾
な
ど
の
人
材
が
輩
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

桂
林
荘
と
い
う
の
は
、淡
窗
が
二
十
五
歳
の
時
、日
田
の
豆
田
裏
町
に
築
い
た
塾
名
で
す
。そ
の
後
塾
生
が
増
え
た
の
で
、三
十
歳
の
時
堀
田
村
に
咸
宜
園
は
、京
都
、伊
藤
家
の
古

義
堂
、大
阪
、中
井
家
の
懐
徳
堂
、同
じ
く
大
阪
の
適
塾〔
緒
方
洪
庵
〕あ
る
い
は
、松
下
村
塾〔
吉
田
松
陰
〕な
ど
と
と
も
に
江
戸
末
私
塾
の
代
表
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
共
同
生
活
に
根
ざ
し
た
、全
人
教
育
思
想

　

冒
頭
の
詩
は
、桂
林
荘
に
お
け
る
塾
生
達
の
生
活
を
題
材
に
塾
生
を
励
ま
し
た
詩
、四
首
の
中
の
一
首
で
す
。〔
道
ふ
を
休
め
よ
〕と
い
ふ
言
葉
は
、泣
き
言
を
い
ふ
な
、と
か
弁
解
を

す
る
な
、と
い
う
厳
し
い
意
で
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
じ
め
に
こ
の
よ
う
に
断
定
す
る
と
こ
ろ
は
、我
が
禅
門
の
庭
詰
を
想
起
し
ま
す
。そ
し
て
こ
こ
に
は
志
を
同
じ
く
す
る
多
く
の
友
が
あ

り
、一
つ
の
袍〔
ど
て
ら
〕も
共
に
着
る
よ
う
な
親
友
も
で
き
る
で
は
な
い
か
。朝
早
く
柴
の
戸
を
開
け
て
外
に
出
る
と
霜
が
雪
の
よ
う
に
真
白
に
降
り
て
い
る
。さ
ぁ
、朝
の
炊
事
の
支
度

だ
。君
は
川
の
水
を
汲
ん
で
き
た
ま
え
、我
は
薪
を
拾
い
に
行
く
か
ら
。と
い
ふ
の
が
大
意
で
あ
り
、淡
窗
の
教
育
者
と
し
て
の
根
底
に
は
、学
問
の
修
行
は
一
人
だ
け
で
行
う
も
の
で
は

な
く
、志
を
同
じ
く
す
る
者
同
士
が
助
け
合
っ
て
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
共
同
生
活
に
根
ざ
し
た
、全
人
教
育
思
想
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。こ
れ
も
ま
た
、僧
堂
生
活
に
似
た
も
の
を

感
じ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

以
上
が
会
名
に
つ
い
て
の
大
ま
か
な
件
で
あ
り
ま
す
。本
会
も
、会
員
の
研
鑽
と
親
睦
を
計
る
中
で
、真
の
互
恵
の
念
を
育
み
、本
会
の
眼
目
で
あ
る「
上
求
菩
提
・
下
化
衆
生
」の
実
践

活
動
に
力
強
く
前
進
し
た
く
願
っ
て
お
る
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

桂
林
荘
雑
詠　

諸
生
に
示
す

道
ふ
を
休
め
よ　

他
郷
苦
辛
多
し
と

同
袍
友
有
り　

自
ら
相
親
し
む

柴
扉
暁
に
出
づ
れ
ば　

霜　

雪
の
ご
と
し

君
は
川
流
を
汲
め　

我
は
薪
を
拾
は
ん

作
者
は
広
瀬
淡
窗〔
一
七
八
二
̶
一
八
五
六
〕と
い
ふ

江
戸
時
代
末
期
の
儒
学
者
で
あ
り
、詩
人
で
も
あ
り
、今

様
に
い
ふ
な
ら
ば
教
育
者
で
あ
り
ま
す
。名
は
健
、字
は

子
基
、号
は
淡
窗
と
い
い
、豊
後〔
大
分
県
〕日
田
に
生

ま
れ
ま
し
た
。

※
こ
こ
か
ら
薪
流
の
字
を
取
り
総
裁
が
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

ヒ
ロ  

セ  

タ
ン  

ソ
ウ

け
い  

り
ん 

そ
う  

ざ
つ  

え
い　
　

し
ょ  

せ
い　
　
　

し
め

 

い　
　
　
　
　

    

や　
　
　
　
　
　
　

  

た  

き
ょ
う 

く    

し
ん  

お
ほ

 

ど
う 

ほ
う  

と
も　

あ　
　
　
　
　

お
の
づ
か　

  

あ
ひ 

し
た

さ
い   

ひ  

あ
か
つ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

し
も　
　

 

ゆ
き

き
み　
　
　

せ
ん
り
ゅ
う　
　
　

く　
　
　
　

  

わ
れ　
　

 

た
き
ぎ　
　

  

ひ
ろ

－2－



二
、令
和
七
年
度

事
業
報
告

【
本 

部
】

第
三
月
六
日
午
后　

久
留
米
市　

梅
林
寺
於
い
て
茶
礼
了
テ

二
日
市
温
泉　

大
丸
別
館
に
て
総
会
引
き
続
き
懇
親
会

十
一
月　

正
月
用
色
紙
頒
布

【
編
集
部
】

七
月
一
日　　

会
報【
薪
流
】三
四
号
発
行

【
托
鉢
部
】

三
月
六
日
午
前　

交
通
遺
児
支
援
・
ネ
パ
ー
ル
地
震
支
援
托
鉢

　　　　　　　　　　　

於　

久
留
米
市
内（
総
会
開
催
前
）

十
一
月
十
三
日　

交
通
遺
児
支
援
・
ネ
パ
ー
ル
地
震
支
援
托
鉢

　　　　　　　　　　　

於　

浜
松
市
内

－３－



自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

収　　入

支　　出

２．支援活動基金　　　　　5,200,000円

３．ネパール支援活動会計

残金 530,000 円は、第４回義援金に繰り越します。

平成28年度 会計決算報告

１．一 般 会 計
六
、
平
成
二
十
八
年
度

会
計
決
算
報
告

収入

支出

残高

決 算

310,000

400,000

305,000

450,000

1,661

2,200,018

3,666,679

予 算

500,000

500,000

500,000

600,000

10,000

2,200,018

4,310,018

項 目

賛 助 金

会 費

事 業 収 入

広 告 収 入

雑 収 入

繰 越 金

合　計

比 較

▲190,000

▲100,000

▲ 195,000

▲ 150,000

▲ 8,339

0

▲ 643,339

備 考

正副総裁・顧問・参与

役員・会員

色紙収益

会報広告掲載料

預金利息他

前年度決算額

480,000

360,000

370,000

440,000

3,963

2,470,432

4,581,602

項 目

本 部

浜 松 支 部

事 務 費

通 信 費

会 議 費

文 化 部

編 集 部

托 鉢 部

慶 弔 費

交 際 費

繰 越 金

合　計

予 算

50,000

50,000

350,000

200,000

200,000

300,000

800,000

100,000

20,000

100,000

2,140,018

4,310,018

決 算

50,000

50,000

226,401

184,212

149,344

226,296

699,014

17,683

20,000

83,200

1,960,529

3,666,679

比 較

0

0

▲ 123,599

▲ 15,788

▲ 50,656

▲ 73,704

▲ 100,986

▲ 82,317

0

▲ 16,800

▲ 179,489

▲ 643,339

備 考

活動費

活動費

要覧作成・事務用品 他

郵送料・宅配便 他

会所費 他

研修会

会報編集・発行

托鉢

長勝寺対潮院弔儀

中外日報・文化時報広告他

次年度へ繰越

前年度決算額

50,000

50,000

330,106

145,828

199,613

296,599

726,994

30,828

11,209

83,200

2,200,018

4,581,602

前 年 度 繰 越 金

合　　計

5,200,000

5,200,000

収 入

義援金（総裁・顧問・役員）

義 援 金（会 員 他）

妙 心 寺 宗 務 本 所

托 鉢 部 よ り

合　　計

1,934,321

795,679

1,000,000

300,000

4,030,000

支 出

第 ３ 回 義 援 金

合　　計

3,500,000

3,500,000

3,666,679円
3,666,679円

０円

－9－



4．浜松支部会計

収　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）　　　　　　　　支　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）

5．托鉢部会計詳細

項　　　　目

一 般 会 計 よ り

托 鉢 所 得

繰 越 金

合　　計

金　額

50,000

13,790

23,753

87,543

期　日

1月10日

6月18日

6月27日

6月27日

10月12日

10月12日

10月12日

10月12日

11月10日

11月10日

11月10日

12月31日

適　　　用

一般会計より

宅急便

葉書

托鉢趣意書

会所御礼

昼食

托鉢金　郵送分

　同　　　　当日分

レインボーハウス寄附金

熊本地震義援金

ネパール義援金

一般会計へ

合　　　　計

収　入

100,000

684,0360

3,260

787,320

支　出

1,088

5,200

30,240

10,000

8,475

100,000

250,000

300,000

82,317

787,320

残　高

100,000

98,912

93,712

63,472

53,472

44,997

729,057

732,317

632,317

382,317

82,317

0

0

項　　　　目

事 務 費

通 信 費

交 通 費

歳 末 助 け 合 い

次 年 度 へ 繰 越

合　　計

金　額

10,660

14,738

6,000

13,800

42,345

87,543

（単位：円）

会 計 監 査 報 告

　平成28年１月１日より平成28年12月31日間の会計について、帳簿等証拠書類を

照合致しましたところ、厳正且つ正確に処理されていますことを、認めましたの

でここに報告申し上げます。

　　平成29年２月１日
監　事　毛 塚 順 康

監　事　戸 崎 知 則

七
、
会
計
監
査
報
告

収入
支出
残高

自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日

87,543円
87,543円

0円

－10－



収　　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位・円）

支　　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位・円）

項　　目

賛 助 金

会 費

事 業 収 入

広 告 収 入

雑 収 入

繰 越 金

計

予　　算

500,000

500,000

500,000

600,000

10,000

1,960,529

4,070,529

備　　　　　　　考

正副総裁・顧問・参与

役員・会員

色紙収益

会報広告掲載料

比較（28年度決算）

310,000

400,000

305,000

450,000

1,661

2,200,018

3,666,679

項　　目

本 部 経 費

浜 松 支 部

事 務 費

通 信 費

会 議 費

文 化 部

編 集 部

托 鉢 部

慶 弔 費

交 際 費

繰 越 金

計

予　　算

50,000

50,000

350,000

200,000

200,000

300,000

800,000

100,000

20,000

100,000

1,900,529

4,070,529

備　　　　　　　考

活動費

事業費

要覧作成・事務用品　他

郵送料　他

会所費　他

事業費

会報編集発行

托鉢準備　他

中外日報・文化時報広告　他

比較（27年度決算）

50,000

50,000

226,401

184,212

149,344

226,296

699,014

17,683

20,000

83,200

1,960,529

3,666,679

五
、令
和
八
年
度

事
業
計
画

【
本　　

部
】

総
会

平
成
二
十
九
年
三
月
九
日　

於　
「
浜
名
湖
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
」

ネ
パ
ー
ル
支
援
活
動

チ
ャ
リ
ス
村
仮
設
住
宅
設
置
支
援

【
本
部
】

第
三
十
五
回
総
会

二
月
十
七
日　

岐
阜
県　

大
雄
寺
於
い
て
総
会

十
一
月　

正
月
用
色
紙
頒
布

【
編
集
部
】

七
月
一
日　　

会
報【
薪
流
】三
十
五
号
発
行

【
托
鉢
部
】

十
月
二
十
八
日　

交
通
遺
児
支
援
・
ネ
パ
ー
ル
地
震
支
援
托
鉢

　　　　　　　　　　　　　　

於　

下
呂
市

六
、令
和
八
年
度

一
般
会
計
予
算

－５－



七
、　

薪　　

流　　

会　　

会　

則

第
一
条　

名
称
及
び
本
部
と
事
務
局

　

一
、本
会
は
、薪
流
会
と
称
し
、本
部
は
会
長
寺
院
内
に
置
く
。事
務
局
は
、総
務
部
寺
院
内
に
置
く
。

第
二
条　

目　　　

的

　

一
、本
会
は
、仏
教
者
と
し
て
の
見
識
に
基
づ
き
、『
上
求
菩
提
下
化
衆
生
』を
実
践
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

二
、本
会
は
、超
宗
派
に
よ
る
仏
教
者
の
会
で
あ
り
、よ
り
良
い
仏
教
者
た
る
べ
き
研
鑽
と
親
睦
に
よ
り
、会
員
相
互
の
理
解
を
深
め
発
展
を
計
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
条　

事　　　

業

　

一
、定
例
総
会
を
開
催
す
る
。

　

二
、会
員
の
資
質
向
上
の
た
め
、随
時
研
修
会
を
開
催
す
る
。

　

三
、会
員
の
資
質
向
上
の
た
め
、仏
教
に
関
連
あ
る
文
化
・
芸
術
の
鑑
賞
及
び
実
習
を
行
う
。

　

四
、そ
の
他
、本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
を
行
う
。

第
四
条　

会 

員 

資 

格

　

一
、本
会
は
、宗
派
に
こ
だ
わ
ら
ず
、本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
仏
教
者
を
も
っ
て
会
員
と
し
、会
員
は
、所
定
の
会
費
を
納
め
、各
事
業
に
参
加
す
る
も
の
と
す
る
。

　

二
、会
員
は
、本
会
の
会
則
に
違
反
し
た
場
合
、特
別
役
員
、本
会
並
び
に
社
会
に
対
し
、著
し
い
迷
惑
を
か
け
た
と
役
員
会
が
判
断
し
た
場
合
、本
会
の
会
員
資
格
を
剥
奪
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
。

第
五
条　

役
員
と
任
務

　

一
、本
会
に
は
総
裁
一
名
、副
総
裁
一
名
、顧
問
若
干
名
、参
与
若
干
名
、名
誉
会
長
の
特
別
役
員
を
置
く
。

　

二
、本
会
に
は
次
の
役
員
を
置
き
、本
会
の
事
業
の
企
画
、運
営
、事
務
手
続
き
を
統
括
、推
進
す
る
。尚
、役
員
の
兼
任
を
す
る
こ
と
は
妨
げ
な
い
。

　　　　

会　　　

長　

一
名　

会
務
を
統
括
、推
進
し
、会
議
を
招
集
す
る
。役
員
の
任
命
権
と
解
任
権
を
有
す
る
。

　　　　

副　

会　

長　

二
名　

会
長
を
補
佐
し
、会
長
が
病
気
や
事
故
な
ど
で
、会
務
遂
行
困
難
の
時
、職
務
を
代
行
す
る
。

　　　　　　　　　　　　　

副
会
長
１
は
、総
務
部
、財
務
部
、編
集
部
を
統
括
し
、総
会
以
外
の
会
議
の
司
会
を
行
う
。

　　　　　　　　　　　　　

副
会
長
２
は
、文
化
部
、托
鉢
部
、伝
導
部
を
統
括
す
る
。
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幹　

事　

長　

一
名　

会
長
を
補
佐
し
、本
会
役
員
の
結
束
を
図
り
、各
部
の
事
業
運
営
の
推
進
を
指
導
す
る
。総
会
の
司
会
を
行
う
。

総 

務 

部 

長　

一
名　

本
会
事
業
の
資
料
作
成
、情
報
伝
達
、書
記
と
会
計
の
統
括
、文
書
保
存
等
を
行
う
。

財 

務 

部 

長　

一
名　

本
会
運
営
の
為
の
資
金
調
達
活
動
等
を
行
う
。

文 
化 

部 

長　

一
名　

本
会
会
則
第
三
条
の
二
項
、三
項
の
事
業
の
企
画
、運
営
を
行
う
。

編 

集 
部 
長　

一
名　

本
会
の
会
報『
薪
流
』の
発
行
と
発
送
を
行
う
。

托 

鉢 

部 
長　

一
名　

本
会
の
托
鉢
の
企
画
、運
営
を
行
う
。

伝 

導 

部 

長　

一
名　

本
会
の
伝
導
活
動
を
行
い
、海
外
と
の
情
報
伝
達
を
行
う
。

浜
松
支
部
長　

一
名　

浜
松
支
部
の
事
業
の
企
画
、運
営
、事
務
手
続
き
、並
び
に
浜
松
支
部
役
員
の
選
出
を
統
括
、推
進
す
る
。

副 

幹 

事 

長　

一
名　

幹
事
長
を
補
佐
し
、幹
事
長
が
職
務
遂
行
困
難
の
時
、職
務
を
代
行
す
る
。

書　　　

記　

一
名　

本
会
の
各
会
議
の
議
事
録
作
成
を
す
る
。毎
会
議
時
に
前
回
会
議
の
議
事
録
を
会
長
承
認
の
上
、報
告
を
行
い
、そ
の
保
存
を
行
う
。

会　　　

計　

一
名　

本
会
の
会
計
を
行
い
、収
支
を
管
理
す
る
。

監　　　

事　

二
名　

会
計
を
監
査
す
る
。

第
六
条　

役
員
の
選
出
と
任
期
と
選
挙
資
格

　

一
、特
別
役
員
は
本
部
役
員
会
に
よ
っ
て
推
挙
し
、総
会
に
よ
っ
て
承
認
を
受
け
る
。

　

二
、会
長
は
、会
員
の
選
挙
に
て
選
出
し
、総
会
に
お
い
て
承
認
を
受
け
る
。但
し
、会
長
被
選
挙
資
格
は
役
員
を
一
期
以
上
勤
め
た
者
に
限
る
。会
長
選
挙
の
選
挙
権
は
、総
裁
、副
総

裁
、顧
問
を
除
く
全
会
員
が
有
資
格
者
と
す
る
。

　

三
、会
長
以
外
の
役
員
は
、最
高
幹
部
会
で
推
薦
し
、会
長
が
任
命
し
、総
会
に
お
い
て
承
認
を
受
け
る
。

　

四
、各
部
の
副
部
長
と
部
員
は
、本
部
役
員
会
の
決
議
に
よ
り
任
命
す
る
。

　

五
、役
員
の
任
期
は
四
年
と
す
る
。但
し
再
任
は
妨
げ
な
い
。

第
七
条　

会　　　

議

　

一
、総　　　

会　　

総
裁
、副
総
裁
、顧
問
、参
与
、役
員
、会
員
を
以
て
組
織
す
る
。

総
会
は
、重
要
案
件
の
最
高
承
認
機
関
と
す
る
。総
会
の
決
議
は
、出
席
者
の
過
半
数
を
以
て
決
議
す
る
。毎
年
春
に
定
例
総
会
を
開
催
す
る
。な
お
、会
長
が

必
要
と
認
め
た
場
合
、或
い
は
、会
員
の
過
半
数
が
要
求
し
た
時
は
、臨
時
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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二
、本
部
役
員
会　　

会
長
、副
会
長
、幹
事
長
、総
務
部
長
、財
務
部
長
、文
化
部
長
、編
集
部
長
、托
鉢
部
長
、伝
導
部
長
、浜
松
支
部
長
、副
幹
事
長
、書
記
、会
計
を
以
て
組
織
す

る
。

本
会
の
運
営
と
事
業
活
動
の
最
高
決
議
機
関
と
す
る
。浜
松
支
部
を
統
括
す
る
。会
長
が
必
要
に
応
じ
て
、随
時
開
催
す
る
。本
部
役
員
会
の
決
議
は
、出
席

役
員
の
過
半
数
を
以
て
決
議
す
る
。会
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、当
役
員
会
に
副
部
長
と
部
員
を
参
画
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。な
お
、本
役
員
会
は
、会
員

資
格
承
認
権
と
剥
奪
権
を
有
す
る
。

三
、最
高
幹
部
会　　

会
長
、副
会
長
、幹
事
長
、総
務
部
長
を
以
て
組
織
す
る
。

本
部
役
員
会
を
開
催
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
場
合
、又
は
会
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、随
時
開
催
す
る
。こ
の
場
合
、最
高
幹
部
会
の
決
議
を
本
部
役
員

会
の
決
議
に
変
え
る
事
が
出
来
る
も
の
と
す
る
。最
高
幹
部
会
の
決
議
は
、出
席
役
員
の
過
半
数
を
以
て
決
議
す
る
。最
高
幹
部
会
は
、決
議
事
項
を
出
来
る

だ
け
速
や
か
に
本
部
役
員
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

四
、特
別
委
員
会　　

本
会
事
業
の
推
進
上
、役
員
会
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、特
別
に
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
八
条　

会　　　

計

　

一
、本
会
の
会
計
年
度
は
、一
月
一
日
に
始
ま
り
十
二
月
三
十
一
日
を
以
て
終
わ
る
。

　

二
、本
会
の
会
計
は
、会
員
の
会
費
・
賛
助
金
・
寄
付
金
・
及
び
そ
の
他
の
収
入
を
以
て
こ
れ
に
充
て
る
。

　

三
、本
会
の
会
計
の
取
り
扱
い
は
、総
務
部
に
属
し
、役
員
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
。

　

四
、本
会
の
会
計
報
告
は
、監
事
の
監
査
を
受
け
、定
例
総
会
に
於
い
て
報
告
し
承
認
を
受
け
る
。

第
九
条　

補　　　

則

　

一
、本
会
は
、会
則
・
会
員
名
簿
・
議
事
録
・
会
計
簿
の
帳
簿
を
備
え
る
。

　

二
、本
会
の
会
則
の
補
足
・
改
正
な
ど
の
重
要
事
項
は
、役
員
会
の
決
議
を
経
て
総
会
に
於
い
て
、出
席
者
の
過
半
数
の
承
認
を
必
要
と
す
る
。

　

三
、会
員
の
年
会
費
は
、金
伍
千
円
と
す
る
。

　

四
、こ
の
会
則
は
、平
成
四
年
二
月
二
十
八
日
よ
り
施
行
す
る
。

　

五
、こ
の
会
則
は
、平
成
十
二
年
三
月
一
日
一
部
改
定
す
る
。

　

六
、こ
の
会
則
は
、平
成
十
四
年
三
月
五
日
一
部
改
定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
九
日　　　

薪
流
会

総
務
部

発
行
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